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2 2 い。 αー グリセロ燐酸 DHとコハク酸 DHについて，
2 1 その反応液に Menadioneを加えると，明らかな酵
素活性の増加をみた。癌において特に著明であっ
。。
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8. 婦人科領域における Cryostatの応用
片山純男 
子宮頚陸部正常上皮，変化上皮および癌の組織化
学的研究，さらに臨床的R'.，外来患者組織診の即日
判定および術中試験切除Kよる手術々式の決定， と
いう目的のため，当科において，本年春から Cryo-
statを運転しているが，その基礎的研究として次の 
8班K分れて，研究を進め来春の学会民発表の予定
である。
検討事項 
1. クリオスタット操作法 
2. 組織片保害法
3. 組織片凍結法
4. 切片伸展法
5. 切片保存法 
a.固定前切片保存法 
b. 固定後切片保存法
6. クリオスタット切片とパラフィン切片との比 
た。 
10.子宮頚部の正常上皮，変化上皮および癌にお
ける ATP-aseの組織化学的研究(第 1報)
諏訪部博
今回私は子宮頚部正常上皮の ATP幽 aseについて 
Wachstein-Meisel法にて検討を加えた。
元来 ATP分解酵素として， ATP-aseの他に， 
non-specific alkaline phosphatase，polyphos咽 
phatase，pyrophosphatase，5'-nucleotidaseカヨあ
り， ATP咽 aseの組織化学的研究には常にこれらの
酵素は働きを考えねばならない。
そ乙で，基質として ATPの代りに ADP，AMP 
s-glycerophosphate，sodi um -pyrophospha teを
入れて実験を試みた。その結果正常上皮について
は， ATPを基質とした場合には基底細胞および類
基底細胞の核のまわりにそれをかこんで点状の褐黒
色の色素沈著を認めたが，その他の基質ではそれを
認めなかった。以上の事より Wachstein-Meisel法
にて認められる褐黒色の色素沈着は，一応 ATP-ase
7.
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と認められる。
9. 子宮頚陸部正常上皮，変化上皮，癌における
脱水素酵素 (DH)の組織化学的研究
加藤喜市 
ヒトの子宮頚陸部正常上皮， 変化上皮，上皮内
癌，癌の計30例について， αー グリセロ燐酸 DH，イ
ソクエン酸 DH，グルタミン酸 DH，乳酸 DH，リン
ゴ酸 DH，コハク酸 DHの組織化学的研究をした。
11.子宮陸部正常上皮，変化上皮，癌における 
Oxidaseの組織化学的研究(第 1報)
許子 礼
Keilin &Hartreeは SuccinicOxidase System 
l乙て， Hemoprosthetic Groupの性質により Cyto-
chromeを a，b，c rc分け， Cytochrome ιhが 
Cytochrome Oxidrseだと考えた。 Cytochrome
そ
Oxidarse は細胞内の呼吸に密切な関係を有し，
第 6号 第 394回千葉医学会例会，産婦人科分科会 -:-583-
れは， Mitochondriaと密切な関係を有しているも
のである。それの証明はし、わゆる NachReaktion 
の助けによって，具体化されるものなり。すなわ
ら，この反応は dimethyl・p-phenylene-diamine
と α-naphtholの混合物の SimultaneousOxida-
tionを指し， insoluble indophenol blueが生成
される。最近，組織化学的に CytochromeOxidase 
を証明するに新しい方法，すなわち， Nachlas et 
.a1.による ADNMethodがある。 4-Amine-d， 
N-Dimethyl naphthylamineを以て， dimethyl-p-
phenylene diamine K換え， Indonaphthol purple 
が生成される。その結果，組織内にて活性陽性部に
はに purplegranule r染るのがみられる。Normalc.
の Plattenepithel にては， parabasal，basal I乙
行くにしたがい，陽性部が増加する傾向Kあって， 
Superficial Iこは不規則の粒子が染っているが，こ
れは今後さらに検討する余地あり。 Erosio papil-
laris にては， Zylinder epithelおよび Drusenの
所に細かい頼粒状に染っているのがみられる。 Ca 
in situ Kては Stroma の比較的 in situ の 
grandular involvementの周辺部にある Drusen
Epithel にも強陽性である。 C.C.では，実質では頼
粒細かく大小均一，間質では大小不正の頼粒あり。
12.放射線照射時における子宮頚癌の組織化学的
研究(第2報〉
宇田川敏二
放射線照射により子宮頚癌が組織化学的にどの様
な変化をみせるかは興味深い問題であり，今回私は
放射線として C060を用い， 1回 1120mchの線量
を1，.2回照射しその癌細胞内物質の増減傾向が 2， 
3得られたので，形態的変化と共にそれを報告す 
る。形態的には原形質，核の膨化，エオジン濃染，
核濃縮，原形質，核の空胞変性，崩壊，壊死の各像 
がみられ，それらの変化K伴ってその周閤の謬原線 
維および格子様線維の増生が認められた。組織化学 
的には，核酸は DNA，RNA共減少傾向が認めら
れ，蛋白 SH基も減少の傾向である。 DNAKブロ
ックされない塩基性蛋白は軽度増加し，形態的民崩
壊像l乙近い変化のあるところは減少の傾向を示す。 
α ァミノ基は軽度増加するが，間質に強く増加がみ 
られるため，癌巣の崩壊像では強く増加する様に見
える。グリコーゲンは癌細胞内及び間質に共に増加
する傾向である。酸性粘液多糖類は増減傾向はみら 
れずほとんど変らない。中性脂肪は間質K増加を認
め細胞に脂肪沈着するものが散在性にみられる。な
ほ酵素活性は戸ークツレクロニダーゼ，非特異性エス
テラーゼ，乳酸およびコハク酸脱水素酵素， DPNー
ディアフォラーゼではいずれも癌巣に顕著な減少傾
向を示すが，酸性およびアノレカリ性 RNA-ase，お 
よびアミノペプチダーゼ、は共に癌巣iと増加傾向が認
められた。
13.盤光染色法による子宮頚癌の細胞組織学的研
究(第2報)(A.O染色について)
岩瀬秀一
アクリジンオレンジ染色を細胞学的組織学的診断f
k試みた。塗抹した細胞の染色方法は Bertalaffy
法によりまた組織切片はこの方法によるが A.O染
色を 20分に延長し CaC12による分別を 30分行う
とよく染色され核小体も明瞭になる。なほ切片はク
リオスタット中で作製した。 A;O染色にはパラフ
ィン切片は不適当である。正常組織では基底細胞j曹
の核が黄色につよく染まり表層にしたがうにつれて
核の色は緑色となる。細胞質の赤色は基底細胞層で 
は胞体が小さくて明瞭でないが強く赤色にそまる。 
傍基底細胞では赤褐色にそまり表層に向い線色とな
る。癌組織では核が黄色につよく染色され細胞質も
燈赤色にそまる。癌組織のうち比較的良性と思われ 
ものの核は強く黄色にそまり胞体は小さく小さく細
胞質の赤色はわずかにみとめられる。悪性と思われ
るものでは核がうすい黄色にそまり細胞質・の赤色は
強い。癌組織の間質は赤褐色に細胞質がそまる線維
状の細胞と形質細胞の増加がみとめられた。
14. X線照射後に生存せる Ehrlich腹水癌細胞
の変化に就て
片山純男，宇田川敏二
Ehrlich腹水癌移殖後7日目のマウスにX線全身
1回照射を行い，その癌細胞について， [工〕 線量
(100 r，500 r，1000 r，1500 r)と照射後の時間(照
射直後， 30分， 1時間， 3時間， 10時間， 24時間後)
による細胞内物質の消長を検索(特に核酸，蛋白は
顕微測光法で半定量的に検索〉すると共に腹水1.0
ml中の癌細胞数の変動を検討した。その結果， (1) 
DNAは線量に関係なく照射直後より減少し， 1時
聞で最低値を示し以後増加回復する。 (2)蛋白 SH
基は高線量照射においてP 照射直後より減少し， 30 
a分で最低を示し以後増加回復する。 (3)その他の物
質については有意の変動はない。 (4)腹水1.0ml中
